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このマニュアルの使用法

この節では、関連ドキュメント、フィードバックの送信、およびドキュメントの変
更履歴について説明します。

■ 5ページの「製品情報Webサイト」
■ 5ページの「関連ドキュメント」
■ 7ページの「このドキュメントについて (PDFとHTML)」
■ 8ページの「ドキュメントのコメント」
■ 8ページの「寄稿者」
■ 8ページの「変更履歴」

製品情報Webサイト
Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールに関する情報については、http://

www.oracle.com/goto/bladesページにアクセスし、ページの下部にある一覧でご使用
のサーバーモデルをクリックしてください。

このサイトには、次の情報やダウンロードへのリンクがあります。

■ 製品情報および仕様
■ ソフトウェアおよびファームウェアのダウンロード

関連ドキュメント
Oracleの Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールに関連するドキュメントの一覧を次
に示します。これらのドキュメントおよびその他のサポートドキュメントは、次の
Webサイトで入手できます。

http://docs.sun.com/app/docs/prod/blade.x6275m2?l=ja
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

Sun Blade X6275 M2
サーバーモ
ジュールドキュメ
ント

Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール製品ドキュメント

検索と索引を含む、アスタリスク (*)
の付いたすべてのドキュメントの統
合HTMLバージョン。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールご使用の手引き』

図によるセットアップのクイックリ
ファレンス。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール設置マニュアル』*

サーバーを設置、ラック収納、およ
び設定して初めて電源を入れるまで
の方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールご使用にあたって』*

サーバーに関する重要な最新情報。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールOracle Solarisオペレーティン
グシステムインストールガイド』*

Oracle Solaris OSをサーバーにインス
トールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュール Linuxオペレーティングシス
テムインストールガイド』*

サポートされる Linux OSを
サーバーにインストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールWindowsオペレーティング
システムインストールガイド』*

サポート対象のバージョンの
Microsoft Windows OSをサーバーにイ
ンストールする方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールOracle VMオペレーティング
システムインストールガイド?』*

サポート対象のバージョンのOracle
VM OSをサーバーにインストールす
る方法。

『Oracle x86サーバー診断ガイド』* サーバーの問題を診断する方法。

『Sun Blade X6275 M2サーバーモ
ジュールサービスマニュアル』*

サーバーの保守と維持管理を行う方
法。

『Sun Blade X6275 M2 Server Module
Safety and Compliance Guide』

サーバーの安全性および適合性に関
する情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0補足マニュアル Sun Blade
X6275 M2サーバーモジュール』*

サーバーの Integrated Lights Out
Managerのバージョン固有の補足情
報。

保守ラベル サーバーモジュールに表示される保
守ラベルのコピー。

Sun Disk
Managementのド
キュメント

『Sun x64 Server Disk Management
Overview』

サーバーの記憶域の管理に関する情
報。

関連ドキュメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールWindowsオペレーティングシステムインストールガイド
• 2010年 11月、Revision A
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ドキュメントグループ マニュアル名 説明

x64サーバーのア
プリケーションと
ユーティリ
ティーに関するド
キュメント

『Sun x64 Server Utilities Reference
Manual』

サーバーにインストールされている
ユーティリティの使用方法。

Oracle Integrated
Lights Out Manager
(ILOM) 3.0ド
キュメント

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0機能更新およびリリース
ノート』

ILOMの新機能に関する情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0入門ガイド』

ILOM 3.0の概要。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0概念ガイド』

ILOM 3.0に関する概念情報。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 Web Interface手順ガイド』

Webインタフェースで ILOMを使用
する方法。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0 CLI手順ガイド』

コマンドで ILOMを使用する方法。

『Oracle Integrated Lights Out Manager
(ILOM) 3.0管理プロトコルリファレン
スガイド』

管理プロトコルに関する情報。

これらのドキュメントの一部については、前述のWebサイトで簡体字中国語、韓国
語、日本語、フランス語、スペイン語の翻訳版が入手可能です。英語版は頻繁に改
訂されており、翻訳版よりも最新の情報が記載されています。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
このドキュメントセットは、PDFおよびHTMLの両形式で利用できます。トピック
に基づく形式 (オンラインヘルプと同様)で情報が表示されるため、章、付録、およ
びセクション番号は含まれません。

特定のトピック (ハードウェアの取り付けやプロダクトノートなど)に関する情報を
すべて含む PDFは、ページの左上隅にある PDFボタンをクリックして生成できま
す。

注 –「ドキュメント情報」トピックおよび「索引」トピックには、対応するPDFが
ありません。

このドキュメントについて (PDFとHTML)
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ドキュメントのコメント
製品ドキュメントの品質向上のため、お客様のご意見、ご要望をお受けしておりま
す。コメントを送信するには、次のドキュメントサイトの任意のページの右下にあ
るフィードバック {+}リンクをクリックします。http://docs.sun.com

寄稿者
主要執筆者: Ralph Woodley、Michael Bechler、Ray Angelo、Mark McGothigan。

寄稿者: Kenny Tung、Adam Ru, Isaac Yang、Stone Zhang、Susie Fang、Lyle Yang、Joan
Xiong、Redarmy Fan、Barry Xiao、Evan Xuan、Neil Gu、Leigh Chen、Eric Kong、Kenus
Lee。

変更履歴
次の一覧はこのドキュメントセットのリリース履歴です。

■ 2010年 11月、初版発行。

ドキュメントのコメント

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールWindowsオペレーティングシステムインストールガイド
• 2010年 11月、Revision A
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概要

この節では、Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールへのWindows Server 2008 R2 64
ビットオペレーティングシステムのインストールを開始する前に完了しておく必要
がある作業の手順について説明します。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 9ページの「Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールへのWindows OSのインス
トール」

■ 10ページの「マルチポートケーブル接続」

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールは 2つのノードで構成されています。それぞ
れのノードは独自のサービスプロセッサ (SP)を備えており、独自のオペレーティン
グシステムをサポートできます。これらのノードは相互に完全に独立しており、独
立したサーバーと同様の方法で管理する必要があります。したがって、各
サーバーモジュールについて、各ノードにオペレーティングシステムを個別にイン
ストールする必要があります。

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールへのWindows OS
のインストール

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールにWindows OSをインストールする前に、次
の各節に目を通して、準備すべき事柄と意思決定プロセスについて理解してくださ
い。

準備すべき事柄

インストールを開始する前に、次の作業を完了します。

1. サーバーハードウェアを設置します。
2. (省略可)サービスプロセッサを設定します
3. IPアドレスやネットマスクなどの必要な情報を収集します。
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決定すべき事柄
■ OSをインストールする場所。OSは、ハードドライブに似たオプションの Sun

Flashモジュール (FMod)を使用してインストールできます。FModを取り付ける
手順については、『Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールサービスマニュア
ル』を参照してください。

注 – Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールでは、デバイスがUSBポートまたは
サービスプロセッサ経由で接続された業界標準のRKVMがサポートされます。シ
ステムへのUSB接続を設定する方法については、『Sun Blade X6275 M2
サーバーモジュール設置マニュアル』の「ILOMを使用したホストコンソールへ
のアクセス」を参照してください。

■ オペレーティングシステムとドライバを更新する必要性。

ソフトウェアの更新については、23ページの「インストール後の作業」を参照
してください。

サポートされているオペレーティングシステムの完全な一覧については、次のサイ
トを参照してください。http://www.oracle.com/goto/x6275m2

次の作業

このマニュアルの各節では、インストールに関する詳細な情報を提供します。

また、オペレーティングシステムに関するインストール、管理、および設定に関す
るドキュメントも揃えておいてください。これらのドキュメントは、通常、マ
ニュアル冊子として配布メディアに附属しているか、PDFファイルとしてメディア
自体に格納されています。多くの場合、このようなドキュメントの最新版は、OSベ
ンダーのWebサイトからダウンロードすることもできます。

マルチポートケーブル接続
ローカルに (サーバーで物理的に)インストールする場合は、サーバーモジュールに
マルチポートケーブルを直接接続する必要があります。

マルチポートケーブル接続

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールWindowsオペレーティングシステムインストールガイド
• 2010年 11月、Revision A

10

http://www.oracle.com/goto/x6275m2


▼ ローカルインストールの場合にマルチポートケーブルを接続する
方法

OSをインストールするノードにマルチポートケーブルを接続します。

1 デュアルUSBコネクタ。

2 RJ-45コネクタ。このコネクタは ILOMへのシリ
アルアクセスを提供します。

3 VGAビデオコネクタ。

マルチポートケーブルのいずれかのUSBコネクタにUSBハブを接続します。
10ページの「マルチポートケーブル接続」を参照してください。

1

2

マルチポートケーブル接続
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USBハブまたはその他のUSBコネクタに、キーボード、マウス、およびDVDドライ
ブを接続します。

VGAポートにモニターを接続します。

3

4

マルチポートケーブル接続

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールWindowsオペレーティングシステムインストールガイド
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Windows Server 2008 R2オペレーティング
システムのインストール

この節では、Windows Server 2008 R2オペレーティングシステム (Operating
System、OS)のインストールに関する情報を提供します。

このセクションには、次のトピックが含まれています。

■ 13ページの「Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ」
■ 14ページの「ローカルまたはリモートメディアを使用してWindows Server 2008

R2をインストールする方法」
■ 19ページの「PXEネットワークを使用したWindows Server 2008 R2のインス
トール」

Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ
一連の作業として定義されるインストールプロセスを事前に確認するには、次の表
を使用します。この表には、必要な作業とその説明、および作業の実行手順の参照
先が記載されています。

表 1 Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ

手順 タスク 説明 関連トピック

1 インストールの前提
条件を確認します。

サーバーにオペレーティングシステム
をインストールする場合に適用される
要件がすべて満たされていることを確
認します。

9ページの「準備すべき事柄」

2 Windowsのインス
トールメディアを収
集します。

Windows OSには、Windows OSのイン
ストールに必要なCDおよびDVDメ
ディアとドキュメントが標準装備され
ています。

Windows 2008 R2のメディアは、次のサイトでダ
ウンロードまたは注文できます。http://

www.microsoft.com

3 Windows 2008 R2 OSイ
ンストールを実行し
ます。

この節の説明に従ってWindows 2008 R2
オペレーティングシステムをインス
トールします。

14ページの「ローカルまたはリモートメディア
を使用してWindows Server 2008 R2をインス
トールする方法」

19ページの「PXEネットワークを使用した
Windows Server 2008 R2のインストール」

13

http://www.microsoft.com
http://www.microsoft.com


表 1 Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ (続き)
手順 タスク 説明 関連トピック

4 該当する場合、イン
ストール後にドライ
バと追加ソフト
ウェアをインス
トールします。

必要な場合は、更新済みのサーバー固
有ドライバやサーバーの追加ソフト
ウェアをインストールします。

23ページの「インストール後の作業」

注 – Microsoft Windowsオペレーティングシステムの全インストールプロセスについて
は、このセクションでは説明していません。この節では、Windows 2008 R2メディア
の起動、起動時のドライバのインストール (必要な場合)、およびドライブの
パーティション分割に関する手順について説明します。詳細は、次のサイトにある
Microsoft Windows 2008 R2の製品ドキュメントを参照してください。http://

www.microsoft.com/windowsserver2008/en/us/product-documentation.aspx

▼ ローカルまたはリモートメディアを使用してWindows Server 2008
R2をインストールする方法
開始する前に次の手順を完了します。

■ Windows 2008 R2のCDかDVD (内部または外部DVD)、またはWindows 2008 R2の
ISOイメージを入手します。

注 – PXE環境からインストールメディアを起動する場合の手順については、19
ページの「PXEネットワークを使用したWindows Server 2008 R2のインス
トール」を参照してください。

■ 9ページの「準備すべき事柄」に記載されているオペレーティングシステムをイ
ンストールするために準備しておくべき事柄の中から該当するものをすべて完了
します。

■ インストール方法 (コンソール、起動メディア、インストールターゲットなど)を
選択します。

この手順を完了したあとで、23ページの「インストール後の作業」で説明されてい
るインストール後の作業を行います。

インストールメディアが起動可能な状態であることを確認します。

例:

■ 配布メディアの場合:ローカルまたはリモートのUSB DVD-ROMドライブに
Windows Server 2008 R2配布メディア (CD #1または単一のDVD)を挿入します。

始める前に

1

Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ

Sun Blade X6275 M2サーバーモジュールWindowsオペレーティングシステムインストールガイド
• 2010年 11月、Revision A
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■ ISOイメージの場合: ILOMリモートコンソール機能にアクセスするシステムに
ISOイメージをコピーします。リモートコンソールを起動したら、必ず
JavaRConsoleデバイスメニューから ISOイメージをマウントしてください。

サーバーをリセットまたは電源投入します。

例:

■ ILOM Webインタフェースで、JavaRConsoleのキーボードメニューから「Control
Alt Delete」を選択します。

■ ローカルサーバーで、前面パネルにある電源ボタンを押してサーバーの電源を切
り、ふたたび電源ボタンを押してサーバーの電源を入れます。

■ サーバー SPの ILOM CLIで、次のように入力します。 reset /SYS

■ CMMの ILOM CLIで、次のように入力します。 reset /CH/BLn/SYS

nは、シャーシ内にあるサーバーモジュールの番号です。

BIOS画面が表示されます。

BIOS POST 画面に、「Press F8 for BBS POPUP (F8 キーを押して BBS をポップアップ
させます)」が表示されたら、F8キーを押して起動デバイスを選択します。

「Boot Device (起動デバイス)」ダイアログボックスが表示されます。

注 –インストール時に表示されるダイアログボックスは、サーバーに取り付けられて
いるストレージおよびストレージコントローラのタイプによって異なる場合があり
ます。

2

3

Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ
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「Boot Device (起動デバイス)」ダイアログボックスで、使用対象として選択した
Windowsメディアのインストール方法に応じたメニュー項目を選択し、Enterキーを
押します。

例:

■ Windowsローカル配布を選択した場合は、「CD/DVDW (CD/DVDW)」を選択します。

■ ILOM リモートコンソール配布を選択した場合は、「Virtual CDROM (仮想
CDROM)」を選択します。

「CD からブートするにはいずれかのキーを押します (Press any key to boot from

CD)」というプロンプトが表示されたら、いずれかのキーを押します。

Windowsインストールウィザードが起動します。

次のダイアログボックスが表示されるまでWindowsインストールウィザードを進め
ます。

4

5
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「Custom (advanced) (カスタム (詳細))」をクリックします。6

Windows Server 2008 R2インストールの作業マップ
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このダイアログボックスでは、Windowsのインストール場所を尋ねられます。

次のいずれかの手順を実行します。

■ Windowsデフォルトのパーティション情報を上書きしない場合は、「Next (次
へ)」をクリックして手順 9に進みます。

■ Windowsのデフォルトパーティション情報を上書きする場合は、「Drive Options
(advanced) (ドライブオプション (詳細))」オプションをクリックして手順 8に進み
ます。

注意 –既存のパーティションをフォーマットまたは再パーティション化する
と、パーティション上のすべてのデータが失われます。

「Where Do You Want to Install Windows (Windowsのインストール場所を選択して
ください)」ダイアログボックスが表示されます。

以下を実行します。

a. 「Delete (削除)」をクリックして既存のパーティションを削除します。
確認のウィンドウが表示されます。

b. 「OK (了解)」をクリックし、パーティションの削除を確定します。

7

8
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c. 「New (新規作成)」をクリックして新しいパーティションを作成します。

d. 必要に応じてパーティションサイズの設定を変更し、「Apply (適用)」をクリック
します。
パーティションが作成されます。

e. 「Next (次へ)」をクリックして次の手順に進みます。
Windowsのインストールが開始されます。

インストールプロセスでは、サーバーが複数回再起動します。このプロセスは数
分かかる場合があります。

Windowsのインストールが完了すると、Windowsが起動され、ユーザーパスワードの
変更を要求するプロンプトが表示されます。

ユーザーパスワードのダイアログボックスで「OK」をクリックし、初期の
ユーザーログインアカウントを設定します。

注 – Windows Server 2008 R2では、ユーザーアカウントに対して厳格なパスワード方式
が適用されます。パスワードの規格には、長さ、複雑さ、および履歴に関する制限
が含まれています。詳細は、アカウント作成ページの「アクセシビリティー
(Accessibility)」リンクをクリックしてください。

初期ユーザーアカウントが作成されると、Windows Server 2008 R2のデスクトップが
表示されます。

23ページの「インストール後の作業」に進みます。

PXEネットワークを使用したWindows Server 2008 R2のイ
ンストール

この節では、お客様が用意したWindows展開サービス (Windows Deployment
Services、WDS)のWindows Imaging Format (WIM)イメージファイルを使用して、構
築済みの PXEベースのネットワークでWindows Server 2008 R2オペレーティングシス
テムをインストールするために必要な初期情報を提供します。

この節で説明する手順は、Windows展開サービス (Windows Deployment
Service、WDS)を使用してネットワーク経由でWindows 2008 R2をインストールする
ための最初の手順です。具体的には、WDSインストールサーバーと通信する
サーバー PXEネットワークインタフェースカードを選択する手順について説明しま
す。WIMイメージを使用してWindows 2008 R2オペレーティングシステムをインス
トールする方法については、Windows展開サービスに関するMicrosoftのドキュメン
トを参照してください。

9
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この手順が完了したあとで、23ページの「インストール後の作業」で説明されてい
るインストール後の作業を実行する必要があります。

▼ PXEを使用してWindows Server 2008 R2をインストールする方法
ネットワーク全体へのインストールイメージの展開に使用するWDSサーバーを
セットアップします。詳細は、Microsoft WDSドキュメントを参照してください。

WIMイメージを使用してインストールを実行するために、次のことを行います。

■ WIMインストールイメージを作成します。

Windows Server 2008 R2のドキュメントに記載されているWIMのインストール手
順に従います。

■ 必要なシステムデバイスドライバをWIMインストールイメージに追加します。

手順については、26ページの「追加ソフトウェアのインストール」を参照して
ください。

■ WIMの管理者パスワードを取得します。

サーバーをリセットまたは電源投入します。たとえば、次のいずれかを実行しま
す。

■ ILOM Webインタフェースで、「Remote Control」タブから ILOMリモートコン
ソールを起動します。JavaRConsoleのキーボードメニューから「Control Alt
Delete」を選択します。

■ ブレードのフロントパネルの電源ボタンを押して (約 1秒)ブレードの電源を切
り、電源ボタンをもう一度押してブレードの電源を入れます。

BIOS画面が表示されます。

注 –次のイベントがすぐに発生するため、以下のステップでは集中する必要があ
ります。表示される時間が短いため、メッセージを注意して観察してくださ
い。スクロールバーが表示されないように画面のサイズを拡大する場合がありま
す。

F8キーを押して、一時起動デバイスを指定します。

起動デバイスを選択するように求めるダイアログボックスが表示されます。

始める前に

1

2
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適切なPXEインストール起動デバイスを選択して、Enterキーを押します。
PXEインストール起動デバイスは、ネットワークインストールサーバーと通信する
ように設定されている物理ネットワークポートです。

「Boot Agent (ブートエージェント)」ダイアログボックスが表示されます。

通常のWindows Server 2008 R2 WDSネットワークインストールを続行します。詳細
は、MicrosoftのWindows展開サービスに関する製品ドキュメントを参照してくださ
い。

23ページの「インストール後の作業」に進みます。

3

4
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インストール後の作業

Windows Serverのインストールとオペレーティングシステムの再起動が完了した
ら、次の各節に示すインストール後の作業を確認し、使用しているシステムで該当
する作業を必要に応じて実行します。

■ 23ページの「サーバー固有のデバイスドライバのインストール」
■ 26ページの「追加ソフトウェアのインストール」
■ 28ページの「WIMイメージにドライバを追加する方法」

サーバー固有のデバイスドライバのインストール
Sunは、Oracleサーバー固有のデバイスドライバおよび追加ソフトウェアをインス
トールするウィザードを提供しています。これらのドライバは、ウィザードを使用
して取得できます。また、Tools and Drivers CD/DVD ISOイメージのWindowsディレ
クトリから直接取得することもできます。

Windows Serverでは、次のドライバが必要です。
■ AST2100.V.90
■ Chipset 9.1.1.1027
■ 1GbEシステムでは、Intel 15.5 NICドライバが必要です。
■ 10GbEシステムでは、Mellanox 1.3.0 NICドライバが必要です。

Sun Serverインストールパッケージウィザードは、次のいずれかの場所から起動でき
ます。

■ サーバーのTools and Drivers CD/DVD ISOイメージのメインメニュー。
■ InstallPack_x _x_x .exe 実行可能ファイル。

注 –最近ダウンロードした InstallPack_ x _ x _ x .exeを使用してドライバを更新す
ると、サーバー固有のドライバを使用可能な最新のバージョンに更新できます。

▼ サーバー固有デバイスドライバのインストール方法

次のいずれかの方法を使用して、Sunインストールパッケージソフトウェアを起動し
ます。

1
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■ RKVM、リモートDVDドライブ、またはUSB DVDドライブを使用して、Tools
and Drivers DVDまたは ISOイメージにアクセスします。

DVDが自動的に起動します。

メインメニューで、Install Drivers and Supplemental Software (ドライバと追加ソフト
ウェアのインストール)を選択します。

■ InstallPack _x_x_x.exeファイルを Sunダウンロードサイトからダウンロードし
た場合、サーバーのローカルドライブに必ずコピーしてか
ら、InstallPack_x_x_x.exe アプリケーションを実行します。

「Sun Server Installation Package (Sun Serverインストールパッケージ)」ウィンドウ
が表示されます。

「Next (次へ)」をクリックして、デフォルトのインストール可能項目を受け入れま
す。

2
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注 –最新バージョンのドライバが確実にインストールされるように、必
ず「platform-specific drivers (プラットフォーム固有ドライバ)」を受け入れる必要があ
ります。

インストールパックの注意ダイアログボックスが表示されます。

インストールパックの注意ダイアログボックスで、メッセージを読んでから「Next
(次へ)」をクリックします。

「End User License Agreement (エンドユーザー使用許諾契約書)」ページで、「I Accept
This Agreement (この契約書を承諾)」を選択してから、「Next (次へ)」をクリックしま
す。

プラットフォーム固有のドライバがインストールされます。緑のチェックマーク
で、各ドライバが正常にインストールされたことを確認します。

3

4
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「完了」をクリックします。

ダイアログボックスが表示されます。

注 –追加ソフトウェアのインストールを行う場合 (強く推奨)、この時点ではシステム
を再起動しないでください。追加ソフトウェアのインストール後に、システムを再
起動するように指示するメッセージが表示されます。

次のいずれかの操作を実行します。

■ 23ページの「サーバー固有のデバイスドライバのインストール」に記載されてい
るデフォルトのインストール可能設定を受け入れた場合は、「No (いいえ)」をク
リックして26ページの「追加ソフトウェアのインストール」に進みます。

■ 追加ソフトウェアをインストールしない場合は、「Yes (はい)」をクリックしてコ
ンピュータを再起動します。

追加ソフトウェアのインストール
追加ソフトウェアのインストールウィザードでは、「typical (通常)」インストールを
選択してすべての追加ソフトウェアをインストールすることも、「custom (カスタ
ム)」インストールを選択してインストールするソフトウェアを個別に選択すること
もできます。追加ソフトウェアをインストールする手順については、26ページ
の「追加ソフトウェアのインストール方法」を参照してください。

注 –このリリースの時点では、追加ソフトウェアをインストールする必要はありませ
ん。この節は、情報の提供と今後の参考のために用意されたものです。

▼ 追加ソフトウェアのインストール方法
追加ソフトウェアをすでにインストールしている場合には、インストールを再度実
行しても、追加ソフトウェアが必ずしも再インストールされるわけではありませ
ん。削除される場合があります。追加ソフトウェアのインストール中にはダイアロ
グボックスの内容を注意深く確認して、結果が期待どおりになるようにしてくださ
い。

次のいずれかの手順を実行します。

5

6
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■ 23ページの「サーバー固有のデバイスドライバのインストール」に記載されてい
る手順を実行したときに「Supplemental Software (追加ソフトウェア)」を選択しな
かった場合は、この手順を再度実行します。ただし、その際には、デフォルトの
設定を受け入れて「No (いいえ)」を選択します。
「Supplemental Software (追加ソフトウェア)」ダイアログボックスが表示されま
す。次のステップに進みます。

■ 追加ソフトウェアを選択して「No (いいえ)」を選択した場合は、次のダイアログ
ボックスが表示されます。次のステップに進みます。

「Install Pack Supplemental Software (インストールパックの追加ソフトウェア)」ダイア
ログボックスで、「Next (次へ)」をクリックして「Typical (通常)」設定を受け入れる
か、「Custom (カスタム)」を選択してインストールオプションを選択します。
コンポーネントインストールウィザードの指示に従って、選択した追加ソフト
ウェアコンポーネントを順にインストールします。

追加ソフトウェアがインストールされたら、「Finish (完了)」をクリックします。

2
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追加ソフトウェアのインストール
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「System Setting Change (システム設定の変更)」ダイアログボックスで「Yes (は
い)」をクリックして、システムを再起動します。

Sun ServerインストールパッケージソフトウェアをTools and Drivers DVDから実行し
た場合は、ここでDVDをシステムから取り出します。

▼ WIMイメージにドライバを追加する方法
1GbEシステムのWIMイメージにドライバを追加するには、この手順を使用しま
す。

注 – 10GbEシステムの場合は、WIMイメージにドライバを追加できません。代わり
に、OSがインストールされるまで待機し、Tools and Drivers CD/DVD ISOイメージの
.msiツールを使用して手動でドライバをインストールする必要があります。

Windows Server 2008 R2 DriverPack_x_x_x.zipの内容を、ディレクトリ構造を維持し
たまま、ネットワーク共有 (例: \\yourshare\share\DriverPack)に展開します。

更新するサービスイメージを選択して、イメージをエクスポートします。

a. 「Start (スタート)」をクリックし、「Administrative Tools (管理ツール)」をク
リックして、「Windows Deployment Services (Windows展開サービス)」をクリック
します。

b. サービスのイメージを見つけます。イメージを右クリックして、「Disable (無効
にする)」をクリックします。

c. イメージを右クリックし、「Export Image (イメージのエクスポート)」をクリック
します。ウィザードの指示に従って、イメージを適当な場所にエクスポートしま
す。

上の手順でエクスポートしたWindowsイメージをマウントします。例:
imagex /mountrw C:\windows_distribution\sources\install.wim 1 C:\win_mount

Install.wimファイル内の最初のWindowsイメージが C:\wim_mountにマウントされ
ます。

Windowsシステムイメージマネージャー (Windows System Image Manager、Windows
SIM)を使用して、インストールするデバイスドライバのパスが含まれる応答ファイ
ルを作成します。

Windows SIMアプリケーションの起動方法の詳細については、Windows自動インス
トールキット (Windows Automated Installation Kit、AIK)のMicrosoftのドキュメントを
参照してください。

4
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Microsoft-Windows-PnpCustomizationsNonWinPEコンポーネントを offlineServicingパ
スにある応答ファイルに追加します。

応答ファイルの Microsoft-Windows-PnpCustomizationsNonWinPEノードを展開しま
す。DevicePathsを右クリックし、「Insert New PathAndCredentials (新しい
PathAndCredentialsを挿入)」をクリックします。
新しい PathAndCredentialsリスト項目が表示されます。

Microsoft-Windows-PnpCustomizationsNonWinPEコンポーネントで、ネットワーク共
有上のDriverPackフォルダ内のアーキテクチャーフォルダへのパスと、ネットワーク
共有へのアクセスに使用する資格情報を指定します。
たとえば、64ビットイメージの場合のパスと資格情報は次のようになります。
<PATH>\\yourshare\share\DriverPack\64bit/</Path>
<Credentials>

<Domain>MyDomain</Domain>
<Username>MyUserName</Username>
<Password>MyPassword</Password>
</Credentials>

応答ファイルを保存し、Windows SIMを終了します。応答ファイルは、次のサンプル
のようになります。このサンプルでは、アーキテクチャーが 64ビットであると想定
しています。
<?xml version="1.0" ?>

<unattend xmlns="urn:schemas-microsoft-com:asm.v3"
xmlns:wcm="http://schemas.microsoft.com/WMIConfig/2002/State">

<settings pass="offlineServicing">
<component name="Microsoft-Windows-PnpCustomizationsNonWinPE"
processorArchitecture="amd64" publicKeyToken="31bf3856ad364e35"
language="neutral" versionScope="nonSxS">
<DriverPaths>

<PathAndCredentials wcm:keyValue="1">
<Path>\\yourshare\share\DriverPack\64bit</Path>
<Credentials>

<Domain>MyDomain</Domain>
<Username>MyUserName</Username>
<Password>MyPassword</Password>

</Credentials>

</PathAndCredentials>

</DriverPaths>

</component>

</settings>

</unattend>

マウントしたWindowsイメージにパッケージマネージャーを使用して自動インス
トール用の応答ファイルを適用します。ログファイルを作成する場所を指定しま
す。例:
pkgmgr /o:"C:\wim_mount\;C:\wim_mount\Windows" /n:"C:\
unattend.xml" /l:"C:\pkgmgrlogs\logfile.txt"

応答ファイル内のパスで参照される .infファイルがWindowsイメージに追加されま
す。ログファイルは、ディレクトリ C:\Pkgmgrlogs\に作成されます。

5
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パッケージマネージャーの使用方法については、Microsoft Windows AIKのドキュメ
ントを参照してください。

マウントされたWindowsイメージ内の %WINDIR%\Inf\ディレクトリの内容を確認
し、.infファイルがインストールされていることを確認します。

Windowsイメージに追加されたドライバには、oem*.infという名前が付けられま
す。これは、コンピュータに追加される新しいドライバの名前が一意になるように
するためです。たとえば、MyDriver1.infおよび MyDriver2.infというファイル
は、oem0.infおよび oem1.infという名前に変更されます。

.wimファイルのマウントを解除し、変更内容をコミットします。例:
imagex /unmount /commit C:\wim_mount

サービスイメージを置換してイメージを有効にします。

a. Windows展開サービススナップインが動作していない場合は、「Start (ス
タート)」をクリックし、「Administrative Tools (管理ツール)」をクリックし
て、「Windows Deployment Services (Windows展開サービス)」をクリックします。

b. サービスのイメージを見つけます。イメージを右クリックし、「Replace Image (イ
メージの置換)」をクリックします。ウィザードの指示に従って、このサービスイ
メージを更新されたWindowsイメージに置き換えます。

c. サービスイメージを右クリックし、「Enable (有効にする)」をクリックします。

サービスのイメージが使用できるようになり、サーバー固有のすべてのドライバが
イメージに追加されます。
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